
　

経
済
や
医
療
、
教
育
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
が
進
み
、

デ
ー
タ
分
析
の
知
識
と
技
能
を
持
つ
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
。
２
０
１
７
年
度
、
滋
賀
大
学
は

日
本
初
と
な
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

を
設
置
し
、
デ
ー
タ
分
析
を
通
し
て
新
た

な
価
値
を
創
造
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目

指
し
て
い
る
。
１
期
生
で
あ
る
２
年
生
の

木き

方ほ
う

泰た
い

輔す
け

さ
ん
は
、「
人
工
知
能
や
予
測

分
析
に
興
味
が
あ
り
、
将
来
、
幅
広
い
分

野
で
生
か
せ
そ
う
だ
と
思
い
、
入
学
を
決

め
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

同
学
部
で
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の

土
台
と
し
て
、
１
年
次
か
ら
「
デ
ー
タ
ア

データサイエンス学部
２年
石原諒久
いしはら・あきひさ
岐阜県・私立 鶯

うぐいす

谷
だに

中学・高
校卒業。データサイエンティ
ストとして社会に貢献したい。

データサイエンス学部
２年
木方泰輔
きほう・たいすけ
愛知県立一宮興道高校卒
業。生物・化学分野のデー
タサイエンティストを志望。

自分の興味のある分野を
とことん追究できる環境です
データ分析を経験し、統計学や情報学の知識が不足していると
痛感しました。それらの知識を深めるために、同じテーマに関
心のある有志が集まり、自主ゼミが行われています。（石原さん）

社会を意識したカリキュラムで、
データ分析のスペシャリストを育成

滋賀大学 データサイエンス学部

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
を

体
系
的
に
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

企業で活躍する外部講師による授業で、
データ分析が社会でどう役立つのかを実感

「データサイエンス実践論Ａ」では、日本ＩＢＭの社員の方がビッ
グデータの分析・活用に関する様々な事例について講義されまし
た。医療分野でも活用されていると知り、驚きました。（木方さん）

１年次からデータ分析を行う授業があり、
新たな価値を見いだす力が鍛えられます

「データサイエンス入門演習」では、携帯電話会社から提供され
た人の移動データを基に、各グループが「夏休みにはこの駅に人
が集まる」といった、データから読み取れる傾向を分析して発表
しました。（石原さん）
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ナ
リ
シ
ス
︵
統
計
学
︶」
と
「
デ
ー
タ
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
︵
情
報
学
︶」
の
２
分

野
を
並
行
し
て
学
ぶ
。「
デ
ー
タ
ア
ナ
リ

シ
ス
」
で
は
、
数
学
の
「
線
形
代
数
」「
解

析
学
」
な
ど
の
演
習
を
含
む
授
業
を
通
し

て
、
デ
ー
タ
分
析
の
手
法
を
習
得
す
る
。

「
デ
ー
タ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」
で
は
、

主
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ん
で
デ
ー
タ

処
理
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
。

　

文
理
融
合
を
標
榜
す
る
同
学
部
で
は
、

文
系
と
理
系
の
出
身
者
の
比
率
は
お
よ
そ

２
対
３
だ
。
２
年
生
の
石
原
諒あ

き

久ひ
さ

さ
ん
は
、

「
数
学
は
入
門
レ
ベ
ル
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
の
で
、
理
系
出
身
の
学
生
に
は
よ
い
復

習
に
な
り
ま
す
。
文
系
の
友
人
も
、
無
理

な
く
学
び
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
語

る
。

　　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
視

野
を
広
げ
、
実
践
を
積
む
科
目
も
、
１
年

次
か
ら
多
く
設
置
し
て
い
る
。
前
期
の

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
」
は
、
教
員

が
リ
レ
ー
形
式
で
各
専
門
分
野
の
解
説
を

す
る
授
業
で
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
全

体
像
を
把
握
す
る
。
後
期
の
「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
入
門
演
習
」
で
は
、
前
期
に
学

ん
だ
デ
ー
タ
分
析
の
手
法
を
用
い
て
、
企

業
か
ら
提
供
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
分
析
す
る

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
。

　
「
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
と
清
涼
飲
料
水

の
購
買
デ
ー
タ
の
比
較
分
析
を
行
い
ま
し

た
。
他
の
グ
ル
ー
プ
と
は
異
な
る
分
析
結

果
を
出
し
た
い
と
考
え
、
様
々
な
方
法
で

の
分
析
に
挑
戦
し
ま
し
た
」︵
木
方
さ
ん
︶

　
「
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
や
他
グ
ル
ー

プ
の
考
え
を
聞
き
、
ど
こ
に
着
目
し
、
ど

の
手
法
を
使
う
の
か
で
分
析
結
果
が
全
く

異
な
る
こ
と
が
分
か
り
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
の
面
白
さ
と
難
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
」︵
石
原
さ
ん
︶

　

ま
た
、
同
学
部
は
、
金
融
、
製
造
、
サ
ー

ビ
ス
、
公
共
な
ど
、
様
々
な
企
業
・
団
体

と
連
携
し
た
教
育
を
展
開
し
て
い
る
。

１
年
次
の
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
実
践
論

Ａ
・
Ｂ
」
で
は
、
多
様
な
業
界
の
外
部
講

師
に
よ
る
実
践
的
な
講
義
が
行
わ
れ
る
。

木
方
さ
ん
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
社
員
に
よ
る
、

同
社
が
開
発
し
た
人
工
知
能
「
ワ
ト
ソ
ン
」

︵
＊
１
︶
を
テ
ー
マ
と
し
た
授
業
が
、
特

に
印
象
深
か
っ
た
と
話
す
。

　
「
ワ
ト
ソ
ン
が
病
気
発
見
に
活
用
さ
れ

て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
、﹃
機
械
が
人

の
命
を
救
う
時
代
に
な
っ
た
の
か
﹄
と
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
ワ
ト
ソ
ン
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
も
体
験
し
て
、
人
工
知
能
へ
の

関
心
が
一
気
に
高
ま
り
ま
し
た
」

　

同
学
部
の
ゼ
ミ
は
３
年
次
か
ら
始
ま
る

が
、
１
、２
年
次
は
有
志
の
教
員
と
学
生

が
集
ま
り
、
課
外
活
動
と
し
て
自
主
ゼ
ミ

を
実
施
し
て
い
る
。
ワ
ト
ソ
ン
へ
の
興
味

を
持
っ
た
木
方
さ
ん
は
、
人
工
知
能
に
関

す
る
自
主
ゼ
ミ
に
参
加
し
て
い
る
。

　

２
年
次
以
降
は
、
よ
り
高
度
な
分
析
手

法
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
課
題
設
定
か
ら

学
生
自
ら
が
行
う
Ｐ
Ｂ
Ｌ
︵
＊
２
︶
な
ど

で
実
践
力
を
養
う
。
さ
ら
に
、
３
年
次
に

は
、
デ
ー
タ
の
背
景
を
知
り
、
分
析
結
果

を
社
会
に
役
立
つ
価
値
創
造
に
生
か
す
た

め
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
経
済
、
金
融
、

教
育
、
心
理
学
な
ど
の
文
系
科
目
の
専
門

知
識
を
学
ぶ
授
業
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
幅
広
い
専
門
分
野
に
触
れ
、
自
分
に

合
っ
た
道
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
院
へ
の
進
学
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま

す
」︵
石
原
さ
ん
︶

　

木
方
さ
ん
は
、
生
物・化
学
分
野
の
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
志
し
て
い
る
。

　
「
人
の
命
を
救
い
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
り
、
デ
ー
タ
分
析
を
活
用
し
た
新
薬
開

発
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の

多
く
の
人
々
の
役
に
立
て
る
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
目
指
し
た
い
で
す
」

　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
な
ど
を
対
象
と
す
る
新
し
い
学
問

分
野
で
す
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
国
際
競

争
力
の
源
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本

で
は
そ
の
専
門
家
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
お

り
、
そ
う
し
た
社
会
の
需
要
に
応
え
る
目
的

で
本
学
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

学
部
を
貫
く
理
念
は
、「
文
理
融
合
」で
す
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
は
、
理
系
の
技
術
と

文
系
の
セ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
デ
ー
タ

分
析
に
は
、
数
学
的
に
高
度
で
新
た
な
手
法

が
必
要
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
価
値
を
創
り
出

す
た
め
に
は
、
人
々
の
心
や
社
会
の
動
き
を

捉
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
文
系
・
理
系
を
融
合
さ
せ
、

教
員
も
幅
広
い
分
野
の
出
身
者
で
構
成
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
学
部
が
こ
だ
わ
る
の
は
即
戦

力
の
養
成
で
す
。
今
後
、
世
界
と
渡
り
合
う

た
め
に
は
、
高
度
な
専
門
性
を
備
え
た
人
材

の
集
団
に
変
化
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で

す
。
本
学
部
は
、各
分
野
の
企
業
と
連
携
し
、

デ
ー
タ
分
析
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
の

知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
力
を
意

識
し
、
教
育
を
進
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

＊１ IBM が開発した質問応答システムで、日本語や英語などの言語を理解・学習し、人の意思決定を支援する。
＊２ Problem Based Learning（問題解決型学習）の略。

文
理
融
合
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
育
成

大

の

い

学

思
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

学
部
　
学
部
長

竹
村
彰
通

た
け
む
ら
・
あ
き
み
ち

授
業
で
学
ん
だ
内
容
を
応
用
し
て

デ
ー
タ
の
分
析
と
処
理
を
実
践

応
用
先
の
専
門
分
野
を
学
び

即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
に
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